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聖霊降臨後第 3 主日（特定 8） 
特祷・詩編・聖書日課・代祷 
（聖書日課は聖書協会共同訳） 

◆特 祷 
神
かみ

よ、あなたは天
てん

地
ち

万
ばん

物
ぶつ

をみ摂
せつ

理
り

のうちに治
おさ

め
ておられます。どうか、わたしたちを害

がい
する肉

にく

の 行
おこな

いを聖
せい

霊
れい

によって除
のぞ

き、み 心
こころ

に 従
したが

って
良
よ

い 行
おこな

いの実
み

を結
むす

ぶことができるようにしてく
ださい。主

しゅ
イエス・キリストによってお願

ねが
いい

たします。アーメン 

◆列王記上 19：15～16、19～21 
15 主はエリヤに言われた。「来た道を引き返

し、ダマスコの荒れ野に向かいなさい。そこに着
いたら、ハザエルに油を注いで彼をアラムの王と
しなさい。16 また、ニムシの子イエフに油を注
いで、イスラエルの王としなさい。さらに、アベ
ル・メホラ出身のシャファトの子エリシャに油を
注ぎ、あなたに代わる預言者としなさい。」 

19 エリヤはそこを去って行くと、シャファトの
子エリシャがいるのを見かけた。エリシャは十二
軛の牛を前に畑を耕していたが、彼は十二番目の
牛と共にいた。エリヤはそのそばを通り過ぎると
き、自分の外套をエリシャに投げかけた。20 する
とエリシャは、牛を打ち捨て、エリヤの後を追
い、「どうか父と母に別れの口づけをさせてくだ
さい。それからあなたに従います」と言った。エ
リヤは、「行って来なさい。私があなたに何をし
たというのか」と答えた。21 エリシャはエリヤを
残して帰ると、一軛の牛を引いて来て屠り、牛の
軛を燃やしてその肉を調理し、人々に振る舞って
食べさせた。それから、直ちにエリヤに従い、彼
に仕えた。 

◆詩編 第 16 編 5～11 

5 主
しゅ

よ、あなたはわたしの受
う

ける譲
ゆず

り、わたしの

受
う

ける 杯
さかずき

‖ わたしの行方
ゆ く え

を決
き

める方
かた

 

6 測
はか

り縄
なわ

はわたしのために良
よ

い 所
ところ

に落
お

とされた

‖ わたしの受
う

けたものはすばらしい 

7 わたしに勧
すす

めを与
あた

えてくださった主
しゅ

をたたえよ

う‖ 夜
よる

わたしは深
ふか

く悟
さと

る 

8 わたしは絶
た

えず主
しゅ

を思
おも

う‖ 神
かみ

はわたしの右
みぎ

に

おられ、わたしは揺
ゆ

るがない 

9 心
こころ

は 喜
よろこ

びに満
み

ち溢
あふ

れ‖ 体
からだ

は安
やす

らかに憩
いこ

う 

10 神
かみ

よ、あなたはわたしを死
し

の国
くに

に見捨
み す

てられ

ず‖ あなたを 敬
うやま

う人
ひと

が朽
く

ち果
は

てるのを望
のぞ

ま

れない 

11 あなたは 命
いのち

の道
みち

を示
しめ

してくださる‖ み前
まえ

には溢
あふ

れる 喜
よろこ

び、みもとには永遠
えいえん

の楽
たの

しみが

ある 

◆ガラテヤの信徒への手紙 5：1、13～62 
1 この自由を得させるために、キリストは私た

ちを解放してくださいました。ですから、しっか
りと立って、二度と奴隷の軛につながれてはなり
ません。 

13 きょうだいたち、あなたがたは自由へと召さ
れたのです。ただ、この自由を、肉を満足させる
機会とせず、愛をもって互いに仕えなさい。14 な
ぜなら律法全体が、「隣人を自分のように愛しな
さい」という一句において全うされているからで
す。15 互いにかみ合ったり、食い合ったりして、
互いに滅ぼされないように気をつけなさい。 

16 私は言います。霊によって歩みなさい。そう
すれば、肉の欲望を満たすことは決してありませ
ん。17 肉の望むことは霊に反し、霊の望むことは
肉に反するからです。この二つは互いに対立し、
そのため、あなたがたは自分のしたいと思うこと
ができないのです。18 霊に導かれているなら、あ
なたがたは律法の下にはいません。19 肉の行いは
明白です。淫行、汚れ、放蕩、20 偶像礼拝、魔
術、敵意、争い、嫉妬、怒り、利己心、分裂、分
派、21 妬み、泥酔、馬鹿騒ぎ、その他このたぐい
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のものです。以前も言ったように、ここでも前も
って言いますが、このようなことを行う者は、
神の国を受け継ぐことはありません。22 これに
対し、霊の結ぶ実は、愛、喜び、平和、寛容、親
切、善意、誠実、23 柔和、節制であり、これらを
否定する律法はありません。24 キリスト・イエス
に属する者は、肉を情欲と欲望と共に十字架につ
けたのです。25 私たちは霊によって生きているので
すから、霊によってまた進もうではありませんか。 

◆ルカによる福音書 9：51～62 
51 天に上げられる日が満ちたので、イエスはエ

ルサレムに向かうことを決意された。52 それで、
先に使いの者たちをお遣わしになった。彼らは出
かけて行って、イエスのために準備を整えよう
と、サマリア人の村に入った。53 しかし、サマリ
ア人はイエスを歓迎しなかった。イエスがエルサ
レムに向かって進んでおられたからである。54 弟
子のヤコブとヨハネはこれを見て言った。「主
よ、お望みなら、天から火を下し、彼らを焼き滅
ぼすように言いましょうか。」55 イエスは振り向
いて、二人をお叱りになった。56 そして、一行は
別の村に行った。 

57 彼らが道を進んで行くと、ある人がイエス
に、「あなたがお出でになる所なら、どこへでも
従って参ります」と言った。58 イエスは言われ
た。「狐には穴があり、空の鳥には巣がある。だ
が、人の子には枕する所もない。」59 そして別の
人に、「私に従いなさい」と言われたが、その人
は、「主よ、まず、父を葬りに行かせてくださ
い」と言った。60 イエスは言われた。「死んでい
る者たちに、自分たちの死者を葬らせなさい。し
かし、あなたは行って、神の国を告げ知らせなさ
い。」61 また別の人も言った。「主よ、あなたに従
います。しかし、まず私の家の者たちに別れを告
げることを許してください。」62 イエスはその人
に、「鋤に手をかけてから、後ろを振り返る者
は、神の国にふさわしくない」と言われた。 

代祷項目  
★世界の教会とそれに連なる人びとのため  

【世界の聖公会
ア ン グ リ カ ン ・ コ ミ ュ ニ オ ン

】 スーダン聖
せい

公
こう

会
かい

、7/26～8/8 に
開
かい

催
さい

されるランベス会
かい

議
ぎ

のため 
【東京教区】 小

お
笠
がさ

原
わら

聖
せい

ジョージ 教
きょう

会
かい

、 教
きょう

区
く

事
じ

務
む

所
しょ

、総
そう

会
かい

代
だい

議
ぎ

員
いん

 
【北関東教区】 日

にち
曜
よう

学
がっ

校
こう

・ 教
きょう

会
かい

学
がっ

校
こう

の 働
はたら

きの
ため、 教

きょう
会
かい

に集
つど

う子
こ

どもたちのため、アプタン
女
じょ

史
し

逝
せい

去
きょ

記
き

念
ねん

日
び

（7/2）、毛
も

呂
ろ

山
やま

聖
せい

霊
れい

教
きょう

会
かい

 

【メリーランド教区】 インカネーション大
だい

聖
せい

堂
どう

、イ
ンマヌエル 教

きょう
会
かい

 
【エルサレム教区】 主

しゅ
教

きょう
男
だん

子
し

学
がく

園
えん

 
【NCC】 日

に
本
ほん

ハリストス正
せい

教
きょう

会
かい

、キリスト 教
きょう

視
し

聴
ちょう

覚
かく

センター（AVACO） 
【信施奉献先】 きぼうのいえのため 

★神の愛と正義による平和と和解の実現のため 
ことにパレスチナとシリアの平和のため、ウク
ライナ、ミャンマー、アフガニスタンの平安の
ため、平和と正義の実現を求めて活動している
人々のため 

★身近な人々との交わり、教会の交わりのため 
ことにこの地域に生活する人々、教会に関わる 
諸団体・諸施設の営みを覚えて。入信志願者の
ため、また志願者が与えられるため 

★悩み、悲しみまた困難のうちにある人々のため 
・療養中･ご高齢の人々 
・東日本大震災および自然災害による犠牲者と被

災者､支援する人々・原発事故のために悩んで
いる人々・暴力や犯罪、差別や貧困のために困
難な生活を余儀なくされている人々・新型コロ
ナウイルス感染症の苦しみ、不安の内にある
人々、医療看護に携わっている人々。ことに職
を失って路上生活を余儀なくされた人々、生活
が困難になった人々、その人々を支える人々 

・一人で悩み、苦しんでいる人が教会につなが
り、神さまに近づくことができますように 

★逝去された人びとのため 
・今週、逝去記念日を迎える人々のため 


